
 

 

 

 

 

①TACでの受講を選んだ理由  

家の近くで教室講座を受講できたから 

 

②TACで受講して良かったところ  

授業以外の土日で自習室を利用したが、混んでいるわけでもなく、人が少なすぎる事も

なく、ほどよい他人の目の緊張感で自習できた。 

他の受講生も真剣に勉強されていたので、いい刺激を受けた。 
 

③教室講座や講師の良かったところ  

社会保険労務士として活躍されている先生だったので、合格後の自分の姿を想像するこ

とができ、目標としてモチベーションとなった。 
 

④DVD講座や講師の良かったところ  

視聴開始のタイミングに合わせてスケジュールが立てられたので、焦ることなく、試験

日までの計画を進められた。 
 

⑤TACの教材について  

実力テストや答練で出題された問題を繰り返し解くことで、点数が伸びた。 

少しマニアックに思える問題も解けるようになる事で、結果として他の受験生との差に

なったと思う。 
 

⑥1日の学習時間（TACでの講義時間を除く） 

■5月までの講義時期：１～２ 時間  

■6月～8月の直前期：２～３  時間  

 

⑦1週間の学習時間（TACでの講義時間を除く） 

■5月までの講義時期：１０   時間  

■6月～8月の直前期：１０～２０時間  

 

⑧受講中苦労したことや、学習上の工夫、常に心がけていたこと等  

 試験範囲が広く、細かい数字やよく似た用語が多く、それらを覚えきれず忘れてしまう

自分に嫌気がさすことがあったが、人間は忘れてしまう生き物だと、忘れる自分を受け

入れる事で、忘れにくくするための方法や、繰り返し問題を解く頻度を上げるためにど

うすればいいか、記憶の定着づくりを心掛けた。 
 

⑨これからの受験生へメッセージ  

 10年分の過去問が全部解けるようになる！という目標を目指せば、結果的に本番で7割

解けます。 
 

⑩最後に一言  

 これまで長い期間、大変お世話になりました。 

 ここまで通い続ける事ができたのは、入りやすい学校の雰囲気や、気さくにあいさつし

て頂く気持ち良さがあったからだと思います。資格取得がゴールではなく、自己実現の

手段としてのスタートだと思い、合格に浮かれるのは今日までにします（笑） 

ありがとうございました。 

藤井 昭宏さん 

（2017年度 社会保険労務士試験合格） 

 


